
資料編

２写真でみる豚コレラ防疫活動
（戦後）

一地域における発生と防疫活動一

（年代順）
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資料編

昭和３３年の茨城県の発生と防疫活動

ｌｌ（ｔ和３３年頃の豚コレラ発生豚舎（茨城県）

「茨城の豚コレラ防疫史」茨城県家畜畜産物衛生指導協会，１９９１年より

豚コレラ発生豚舎の消毒（昭和３３年、茨城県）

動力噴霧器ミストの活躍

出典：同上

各種防疫器材を装備した家畜防疫車が配置された（昭和３５年頃、茨城県）

川典：同一ヒ

一２２４一
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資判梱

昭和３７～３９年の石川県における発生と防疫活動

発生農家の一つ

整死豚

検査

゜ｒ’イｃき・Ｓｉ▲まヨ

ー講鷲

∴葬
蕊

肇

消毒

埋却作業

写真について

４９頁の図ＩＩ－３にもみられるように、石川県では戦後豚コレラは、昭和２６年

８８頭、同２８年１５１頭、同３１年に７８頭、１・ｉｌ３３年に２９頭の発生があり、その

後３年間発生はなかったが、昭和３７年から３年間続けて大きな発生が記録され、

昭和３８年と３９年は３０８頭及び４３１頭と、戦後最大の発牛があった時期であった

当時の発生と防疫活動の．一端を物語る写真集が鮮明な状態で農水省に保存されて

いたので、関係者のご了解を願って掲載させていただいた。その後昭和４２年に発

生が報告されて以後、同県では豚コレラの発生はない

２２５一

一
」



資刊‡桶

昭和４１年２月の愛媛県松山市桑原町における発生

（写真提供：愛媛県）

発生農場豚舎人口

発生農場感染豚

一２２６一



資料編

昭和４８年４月の静岡県浜松市三方原における発生（１）

静岡新聞の報道

（木曜日）顧麺翼涙違４月２６日

‥浜，鞭『噂バ豚嚢

ノココ

、．膨・う

ｎｔ

’

，－

ｈ

‥’

紗鵠痛辺の啓動を禁止

ｔ浜松】浜松膚一一一方原地区の饗一
臆麗籔の豚に腰コ』うが藷生、果・

ではゴ＋五貝周辺地域壱路動制、

畏慧翼すｖａＮｖａに、贋

でも二＋六日豚コレラ踏疫対策本

部を設け、防疫の撤面を図る仁と‥

になつている。

豚コレラにかかつＮ豚が出たρ゜

１は同市三方原町へ薔豚業水ｗｈ俊ｓ：１，

さん（臨尊と、隣の同渡辺政測さ
ん（亘Ｏ方で、ｂｅ豚に元気がなくな

蘂芝い百響墨亘百に・

，あつたため県西部家畜衛生研究所
が調査に乗り出したとビぢ二軒で

，約四百頭飼菅しているろちの三十

一頭が豚コセ遜ピニ＋玉口診噺

されたｏ．このため県では周辺切ヨ

方原町、大山町、．吉野東町、吉野

町、薬町の区域を豚に麗する一切

の移動を蕪止する移割制限区域に゜

指定するとともに匿ユガラにかか

りた豚をと殺し西関傑農家の清毒‥
患急いでいる。．°：’１°；”－°子

．．輝市内は県下已も誕豚麗遠が埠

く、現在約二万爪千頭が飼育されているが、ｉ今回制限」区域に指完古．れた区域内では紺二百軒の農籔が
．約’一万頭飼育している。同市内で

癒芸ぽが鑑生わ文のは阻和三■－－四年以来十五年ぶ酬、。景下では四

十ヨ年實士地方で午七十五頭が祉

．琶でいらい葦ぶり。‥

」県か日の違絡を慧先厘署も
二†六日午前九持半に同古下池川

町鍵婁餌へ鐙対棄部嚢㎡

．廿、客農軍食鞠業若、濠愚蔑、

∴県遜膏連い飼料』華喘などが協方し’

／－合々て防疫の撤掴を図る之とにな

．Ｐている。．∵、下゜

‘豚コレラ電ウイルスに上つ忙超

ビる豚の急性熱性敗血性伝染摘、

躍特有の病気で人間や他の家畜類゜

：’：’°・ゴ，°：°咋：．‥．、±三

’：忙鑛璽鶯警馨は誓

・．像湘題握竃遜聾忙存翌

言勇銘蚤聾墨桓、蓄．薩爵轟の霧と璽豚の移．

動歪が帷三罫藁という、ｌ‘Ｐ

・イルスは低温だと致カ月から璽年、

間生存じ、穴０度では二十四時間

詮ぐ生吏百度では苑滅するが、Ｊ

県では聲愛ずぎヵ醤ぐら，

Ｌいを割限区域の指定期間と）ｉ原

宙や感染擬路を調鍵る１，ｉｉ’・．

三躍コρラぱ四十四年に生ウイル
　スワクチンが関溌され龍だめ▲国

憤にも発生が急誠ひＹ四＋三年一∵

万四干四百頭の廃生をみたものが

年々滅少し西＋七年淀は合匿で六・

填籍ヱ士ハ頭塁し蘂聾

この生ワク苧ンの注射をしておけ

・裡ほどπど完全に予防出来るとい∨

われているが、登生した両萎躁銭

舞曙注璽て：ｖｌｉ

一２２７一



資料編

昭和４８年４月の静岡県浜松市三方原における発生（２）

（写真提供：静岡県西部家畜保健衛生所）

①感染した子豚は房
の隅にうずくまる

②検査

継

轟響絃濃撫解

慈

蘂ｇｇｅ’・

轍賊嚇べ

．黍騨

噸

③防疫活動

一２２８一
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資料編

昭和４８年４月の静岡県浜松市三方原における発生（３）

感染豚の埋却作業（写真提供：静岡県西部家畜保健衛生所）

①埋却は地下３メートルの深さに②運搬

灘鰍

③埋却後消毒薬が
十分かけられる

作業は夜中に
およぶ

一２２９一
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１遇

資料編

昭和５５年５月の千葉県佐原市における豚コレラ発生の報道

１；１蝋ｌｌ））：
口（ζ腎ｎ聖口）第８４１７弓

鰯睡嚇
丁菓１１報（日刊）ｌｌ召手０５５イＦ５月９

！ｉ－／ＺＺ／ｉ

１鼎１ｖ

入
林県
部農

ｄ

昆

ｒｒＡカ
００１且ＯＯ

頭をと殺処分

川塩酎慮は八日、拍悼中Ｗ愈刑ドて臥コＰノが亮幻、すでに白六十一顕が牝・ＰＫ’ｓ，、－‘世釧分己れたこ、’ジ朋らかにした’県
１仕ｄ則いの几一の酉肱騰家に対し弊砲千肋κ射か霞施すると已らに肱の極醐禁目処万を７５った、豚コレうは伝ぬ力が強く、牝丁踊

右　いＯ％」侠豚贋泌主は鰻も恐れいれでいる仏染柄で、ド国的にね撒相ｈ十年以咲の箔牛である。（関運妃事１１面）

死亡率一〇〇％、予防措置急ぐ
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驚縫モヰｌ
灘

、’・念’
τ

』辱レ葵きで球宇

防措ぼをとる具袈朴部】’

同課が田らかにしたところでは朕コピラが縄生したの杜偽原山大倉本曲一九几一ハ、翼豚某、成ー｝稔さん・’口い）力で、飼ｒていた八泊四＋．°．蝋のりち、これまでに四＋八川が死じ、ぱ染した．．百÷，，Ｌ，ｌｉが

と段処分された。

Ｗ仁さん方ては、先〔二十八Ｈ川四が拓宛し、県経済運北鯨家南へ㊨撤角を通じて賊山部家品保健漸に柄掠の品冗を依頼、同保健所と即娠讃衛作田究川で硯地調査した袖果、今月七日になって膿コレラ

已欄毘した。

このため、県てぽ成Ｌさんのはか同山区の八戸の翼豚偶家（総飼

良岨載五千七百一∴十頭）に対し、

“急干防浄射孕．実ぬし、県下の家バ卿鯉怖に対しても鞘４経渦を通知し、予肋打射の実施４１呼ぴか杜

ている。

また、腸コレラのワｆルス盛工染刀が柱めて強いため、同旭区の操の移動准、禁止する処分を取っている。県では感染訂路についても現白、調杏を延めているが、今のとこ７１明らかになっていない。成

ｌ

毛さん力では、この二年間予防注

一裂霊していなかった・

豚コレ一、ね、肱にたけ亮牛ずる

伝捻て携岳や禽には巡

ｌ二。しかし、是力がｇｖ’人や一厭古を媒体とするばかりか”風に

来？ｖうつる＝といわれるはど、しかも姑ザ端は一〇〇％と高く、

㌻∫ｉＬｌｉ（」呂㍑衆尭ｅｌＬ磐

｛γ１批ｉ諜’：１隅ノぽ、さト‘１’㌔・’、・ｉノ・１オ」’ｃｌ
（・１，ス｝㌔，「ＬＵｒ’・Ｌ

割談鍵霞
、伸三咋、オへ∫ｔ９，ｉ，
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一

資判端

昭和５５年１０月の島根県における発生（写真等提供：島根県農林水産部）

１発生概要の記録

発生年月

発生場所

発生戸数

飼養頭数

繁殖豚

肥育豚

１９８０年１０月

島根県簸川郡湖陵町
１戸

３１２頭

１６頭

２０２頭

子豚

哺乳豚

発症頭数

へい死

鑑定殺

法令殺

７３頭

２１頭

２１７頭（６９．９°・）

２０頭

４頭

１９３頭

．２発症豚

（脇腹・屑・

頭側に軽度
の紫斑）

ｉ’：Ｓ．ｉｉ殺処分豚

．邸三撚

警
’・；ノ

・㌻，

ｓ鰍琴

挙袖ｗ嗣

．ｉｉｊ３？

一２３１一
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資料編

昭和５７年４月の千葉県東庄町における発生

（写真等提供：千葉県北部家畜保健衛生所）

１①概要発生場所：東庄町窪野谷
発生年月日：昭和５７年４月２０Ｈ

発生頭数：１３３頭（死亡１５頭、鑑定殺３頭、殺処分１１５頭）

②発生豚舎と
屋外作業

③異常豚

一２３２一



１

資料編

ｉ

昭和５７年５月の岐阜県関市における発生（１）

四百頭近くを薬殺

コ関
レの
ラ豚

県下で十八年ぶりに豚コレラが発生した。県麗政部と破自蒙畜保健衛生所は、関市下有知の養豚麗
家で＝百から豚が祖捺で甕だ

ため原因を綱べていたが、十日、
豚コレラによるものと断定した。

いまのところ豚コレラが発生して

いるのは一養豚農家で死亡頭数はｕ

二十九頭だが、豚コレラは感染性が高く、この日、県麗政部畜産課に県防疫対策本部をｔ中濃家畜保

健衛生所に現地対策本蹄を設置、

防疫につとめている。

豚コレラが発生したのは関市下有興養豚麗家天野厳さん宅凸ハ百七＋七頭飼育）。今月三日、豚一頭が原因不閉で死んだ。連絡を

対策本部、防疫に全力

受けた申濃家畜保健所ではｒ．大野
さん宅への立ち入り禁止処置をと

るとともに、原因を粛ぺていた興十日ｔ豚コレラワイルスによるものとわかつた。大野さん宅では九日までに二十九頭が死んでおり、豚ウイルスが感染したと思わ
れる豚舎の豚三百八十一頭の処分

を＋日行った。

また、豚コレラは感染性が高く
まん難州芯配されるため、十日から同市下有知地内で豚などの移勘を癌竃十三日から関市、美濃加

町内で
飼われている豚一万八干七百頭の

うち予防注射をしていなかった

ｌ

難
了県下で豚コレラが発生したのは三十九年以来十八年ぷり。全国でぱ予防注射の徹底で五十年十一月

Ｒら五十五年四月まで発生がなか完が、ｕｔ÷葦吾罐雫茨りｔ注厨を受け六カ月以上経てい騨織両県で四年半ぶりに携生して以

、⌒射来、各地で多発している。

を行うことにしている。

岐阜日日新聞

昭和５７年５月１］口
県下では１８年ぶりに豚コレラが発生した豚１
舎を消毒する保健所員らｔｓ＝関市下脊知丁

一２３３一
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資料編

昭和５７年５月の岐阜県関市における発生（２）

（写真提供：岐阜県）

①殺処分前の豚の評価

（３０１頭）

竃

」ノ１

遥
。熱，パ

竃

②埋却作業
鷲

一２３４一
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資料編

昭和５７年の茨城県における発生

（出典：茨城の豚コレラ防疫史）

埋却作業（１）

埋却作業（２）

一２３５一

一
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１

北部で既に肥頭死ぬ

゜㎝煮卸養豚農家に衝撃

資料編

（１）昭和６１年１０月の沖縄県名護市における発生

＿

●
器

ＬＬＬＥＩ

聞直「川∠
報二・夏

名護市’本部町の養豚七農家で豚の法定伝染病・豚コレラが発生、四日までに一千四百五＋八頭がり患、．六百七十二臨が死んだ。県内で豚コレラが発生するのは昭和四十年以来二十一年ぷり。事態を重視した県農水部では発生豚舎周辺の養豚農塚に豚舎の消再、干防注射などを呼びかけるとともに、六臼付で発生豚舎からの豚の死体、豚コレラ病

原体を広げる恐れのある物品の移出を棄止する皆示を行っだ。同部では「発病した豚は予防接種を受けてないものだ

けｎ．予防注射を受けていればまず心配はないｏ人間にも影響はなＳ」としている。伝染ル－トはまだ分かってない。

・’・．“」．°４」．、ｔｌ－Ｐ．ｔ・１：－ｔ・．－１－．∵．－．二声・．．・’・∴－ｒ

八月上旬ご女ら琶ピ本部の豚舎で子豚を中心に豚が
大量に死んだことで’県農水

「か．い∵°、一’｝

部ではトキソプラズマ症ざパ
スツレラ症の合併症で死んだ

と発衷していたが’ウイルス

グ：ｐ，．ＳＴＶとなうた豚ご原因は豚⊃レラと判明した工名護市内

性の病気の疑いもあるとレて、七頭の検体を国の家畜衛生試験癌へ送り、検査を依頼
していた。この四日になって、

七菓ぢち’六頭が纏ぱユ．レラと診断された。豚コレラは法定伝染病で発病から一週間で百パーセント死亡するおそろしい病気。ウイルス性の病気だけにいったん病気にか．かると治療薬はない。予防注

射で発病は防げる。一

豚コレラは、豚固有の病気

で、感染後１週間で発病し、四一度以上の高熱を出し、

食欲がなｖなる。歩行が困難゜になり’腰がふちつき．詠ぐ．
ような動作をし、死にいたる□

最近は感染援、三カ月以上も’生存する慢性型が増えている

という。°１ド’’”ｔ

．今回、豚コレラの発生が確

認されたのは名膜市済井出・

五戸、本部町辺名地二戸の計－

七戸の養豚農家。七戸で一万
．」二百゜二十四頭を飼Ｍしてハる

がｔり患しているのは予防注射を受けてない一千四百五＋八頭。県では発生豚舎周辺の
養豚農家へ防圧対策の緊急指

導を行うとともに’Φ豚の死
体、豚コレラを広げる恐れの

ある物品の移出禁止②今後の．
まん延を防止するため発症豚を家畜肪疫員立ち会いのもと

と殺処分するーなどの告示も

行った。
６ユ．１０．６

１充球葡「刊１

２３６



一

資料編

昭和６１年１０月の沖縄県名護市における発生（２）

（資料：沖縄県における豚コレラ発生記録、昭和６２年３月、沖縄県発行）

ｔ’ｉ豚コレラ発生豚房 ②殺処分豚の評価状況

議＿、墨麟
，・ごぶ鶏璽撃’・，、

１譲磁鵡毒Ｆ

ｑ勲噸鴎営
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資料編

平成３年１０月の静岡県浜松市都田町における発生

（写真：静岡県）

ＩＪ緊急防疫対策会議の開催 互発症豚

③１発症豚の殺処分 ④豚と敷料の埋却

底豚舎内の消毒作業 亙豚舎周囲の消毒（生石灰散布）
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